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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　各場へ牌を供給するための４つの開口が設けられている天板を有する本体と、磁性体を
埋設した牌を攪拌するため前記本体内に設けられた攪拌装置と、前記各場の開口に対応し
てそれぞれ前記攪拌装置から牌を取り上げる汲上機構と、該汲上機構によって取り上げら
れた牌を一方向に整列して送り出すための整列機構と、該整列機構から牌を受け取り所定
の整列牌を形成して待機させるための形成・待機機構と、該形成・待機機構で形成され待
機している前記整列牌を対応する開口から天板上に上昇させる機構とを備えた自動麻雀卓
であって、
　前記攪拌装置は回転するターンテーブルと外壁とが設けられ、攪拌された牌は前記ター
ンテーブルの回転により外壁に向かって移動させ、
　前記牌を取り上げる汲上機構は円筒回転体が設けられ、該円筒回転体の周面部位には前
記円筒回転体の一側端から牌の横幅ほどの幅をもつ吸着面を配設し、前記吸着面の中心に
は磁石を埋没し、前記吸着面に磁気力により牌を吸着して下方から上方に吸い上げるよう
に円筒回転体を回転させ、
　前記整列機構は、前記円筒回転体に吸い上げられた牌の方向を揃えるため前記吸着面の
外側の軌道に沿って配設した案内部材と、該案内部材の延長上であって前記円筒回転体の
頂上付近には前記円筒回転体の吸着面から牌を剥離して前記形成・待機機構に導くための
誘導路を設け、
　前記円筒回転体によって下方位置にて取り上げられた牌は、前記案内部材にそって牌の
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向きを揃えながら上方に移動するとともに前記誘導路の一端に捕捉されて前記円筒回転体
から離脱するようにしたことを特徴とする自動麻雀卓。
【請求項２】
　前記形成・待機機構は、
　前記誘導路に捕捉された牌の進行方向の延長上に該牌を載置するための載置部を設け、
前記誘導路に捕捉された牌を受け取り前記載置部に移送するための移送手段と、前記載置
部の一方の側に整列牌を形成して待機させるための待機台を含む待機機構と、前記載置部
を挟み前記待機台の反対側から前記載置部に移送された牌を前記待機台上に押し出して前
記待機台上に所定数の整列牌を形成するための押出機構とを含み、
　前記円筒回転体の駆動機構と、前記移送手段の駆動機構と、前記押出機構の駆動機構は
同一の駆動源に連結されているとともに、前記円筒回転体と、前記移送手段と、前記押出
機構は所定の位相関係で協働していることを特徴とする請求項１に記載の自動麻雀卓。
【請求項３】
　前記待機機構には１段積の配牌ブロックが形成される第１の台と２段積牌ブロックが形
成される第２の台が設けられ、
　前記載置部には前記第１の台と第２の台に対応する載置台が設けられ、
　前記整列機構から送り出される牌を、前記２つの載置台に選択的に送給するための選択
送給手段とを備え、
　前記第１の台上に配牌ブロックとして形成・待機させるとともに、前記第２の台上に二
段積み牌ブロックとして形成・待機させるようにしたことを特徴とする請求項２に記載の
自動麻雀卓。
【請求項４】
　前記汲上機構と前記形成・待機機構との間に牌反転機構を備え、懸賞牌を形成できるよ
うにしたことを特徴とする請求項１乃至３のいずれかに記載の自動麻雀卓。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、卓内に投入された１組の牌を攪拌処理した後、自動的に整列牌を天板上に押
し上げることのできる自動麻雀卓に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　自動麻雀卓は、種々の技術開発がなされているが、牌を攪拌して整列する洗牌技術とし
ては、大凡、(1)傾斜ターンテーブルとホッパリングを用いて１つの取出口から牌を取出
す方式、(2)水平ターンテーブルを用いて４つの取出口から牌を取出す方式に大別するこ
とができるが、(1)の公知例としては特許文献１(特開昭54-40741号公報)が、(2)の公知例
としては特許文献２（特開昭61-244384号公報）が知られている。
【０００３】
　現在、ゲーム終了後の牌を麻雀卓の内部に投下して、攪拌しつつ牌を取り上げ、各場に
均等数の２段積み牌を正方形状に配列形成して待機させ、次のプレイ開始にあたって、こ
の正方形状に配列した２段積み牌を天板上に押し出すものが殆どであるが、このような、
従来型の自動麻雀卓を用いた場合、ゲーム開始において、慣習的に、親が振ったサイコロ
の目によって、懸賞牌を反転させたり、城壁牌の一部を各プレーヤーが順にとって配牌を
行っている。
　このように従来型の自動麻雀卓においては、人手によって配牌を行うという作業が必要
であるが、係る行為は、煩わしい上に、間違えたり、２段積み牌を崩してしまったりする
という問題点を有している。
【０００４】
　こうした問題に対処するため特許文献３及び特許文献４には、２段積み整列牌と共に配
牌用の整列牌までを自動的に形成し、これらを天板上に押し出すことのできる自動麻雀卓
が開示されている。しかし、これらの自動麻雀卓は、いずれも配牌、及び２段積み牌をそ
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れぞれ専用に設けられた２つの別の昇降機構によって天板上に押し出すものであって、構
造が複雑で大型化するという問題点を有している。
【０００５】
　このことは、例えば、特許文献３に開示された自動麻雀卓の洗牌技術は、従来の特許文
献１に開示された従来の自動麻雀卓と同様な技術が用いられており、攪拌装置内の牌のひ
とつの出口から取り出す場合、各場に牌を移送するための大きなコンベヤが必要となる。
そのため、特許文献３に開示された自動麻雀卓では、同公報第１図に示されるように、各
場において、２段積み牌用の昇降台と待機台と、配牌用昇降台と待機台と、更には搬送コ
ンベアとの多くの装置が並ぶため複雑になり、麻雀卓が大型化になってしまうとういう虞
があった。
【０００６】
　また、前掲の特許文献２に開示された自動麻雀卓の洗牌技術は、磁石を埋没した水平回
転体を各場毎に設けて、攪拌装置内の牌を取り出すため大きなコンベヤは不要であるが、
２段積み牌が水平回転体の吸着面より下に設けなければならないこと、及び、水平回転体
が昇降台の下方にはみだすので昇降台を水平回転体以下には下げられず、このため、特許
文献５に開示されているように、２段積み牌を天板上に押し出すとき、待機台上の２段積
み牌を昇降台の降下位置まで持ち上げて昇降台に移載しなければならず、２段積み牌を天
板上に押し出す機構が複雑で大型化してしまう。
　更に、前掲の特許文献４に開示された技術は、同報第３図、及び、第５図に示されるよ
うに、磁石を埋没した水平回転体とその横に設けた小型搬送コンベヤによって牌を取り出
しているが、水平回転体と搬送コンベヤ等の攪拌装置の周辺が複雑で場所をとり、やはり
複雑で大型化してしまう。
【特許文献１】特開昭５４－４０７４１号公報
【特許文献２】特開昭６１－２４４３８４号公報
【特許文献３】特開昭６２－４９８７９号公報
【特許文献４】特開昭６２－６８４７９号公報
【特許文献５】特開昭６１－２４４３８５号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　本発明は、これらの問題点に鑑みてなされたもので、自動麻雀卓において、攪拌装置か
ら牌を取り上げ、形成・供給機構に供給する機構を簡単にし、機構自体を小型にし、自動
麻雀卓をコンパクトで経済的にすることを課題とするものである。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　上記課題を解決するための請求項１の発明は、各場へ牌を供給するための４つの開口が
設けられている天板を有する本体と、磁性体を埋設した牌を攪拌するため前記本体内に設
けられた攪拌装置と、前記各場の開口に対応してそれぞれ前記攪拌装置から牌を取り上げ
る汲上機構と、該汲上機構によって取り上げられた牌を一方向に整列して送り出すための
整列機構と、該整列機構から牌を受け取り所定の整列牌を形成して待機させるための形成
・待機機構と、該形成・待機機構で形成され待機している前記整列牌を対応する開口から
天板上に上昇させる機構とを備えた自動麻雀卓であって、
　前記攪拌装置は回転するターンテーブルと外壁とが設けられ、攪拌された牌は前記ター
ンテーブルの回転により外壁に向かって移動させ、前記牌を取り上げる汲上機構は円筒回
転体が設けられ、該円筒回転体の周面部位には前記円筒回転体の一側端から牌の横幅ほど
の幅をもつ吸着面を配設し、前記吸着面の中心には磁石を埋没し、前記吸着面に磁気力に
より牌を吸着して下方から上方に吸い上げるように円筒回転体を回転させ、前記整列機構
は、前記円筒回転体に吸い上げられた牌の方向を揃えるため前記吸着面の外側の軌道に沿
って配設した案内部材と、該案内部材の延長上であって前記円筒回転体の頂上付近には前
記円筒回転体の吸着面から牌を剥離して前記形成・待機機構に導くための誘導路を設け、
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前記円筒回転体によって下方位置にて取り上げられた牌は、前記案内部材にそって牌の向
きを揃えながら上方に移動するとともに前記誘導路の一端に捕捉されて前記円筒回転体か
ら離脱するようにしたことを特徴とする。
　請求項２の発明は、請求項１に記載の自動麻雀卓において、前記形成・待機機構は、前
記誘導路に捕捉された牌の進行方向の延長上に該牌を載置するための載置部を設け、前記
誘導路に捕捉された牌を受け取り前記載置部に移送するための移送手段と、前記載置部の
一方の側に整列牌を形成して待機させるための待機台を含む待機機構と、前記載置部を挟
み前記待機台の反対側から前記載置部に移送された牌を前記待機台上に押し出して前記待
機台上に所定数の整列牌を形成するための押出機構とを含み、前記円筒回転体の駆動機構
と、前記移送手段の駆動機構と、前記押出機構の駆動機構は同一の駆動源に連結されてい
るとともに、前記円筒回転体と、前記移送手段と、前記押出機構は所定の位相関係で協働
していることを特徴とする。
　請求項３の発明は、請求項２に記載の自動麻雀卓において、前記待機機構には１段積の
配牌ブロックが形成される第１の台（配牌台８０１）と２段積牌ブロックが形成される第
２の台（待機台８０２）が設けられ、前記載置部には第１の台と第２の台に対応する載置
台（下載置台７０２、上載置台７０３）が設けられ、前記整列機構から送り出される牌を
、前記２つの載置台に選択的に送給するための選択送給手段とを備え、前記第１の台上に
配牌ブロックとして形成・待機させると共に、前記第２の台上に二段積み牌ブロックとし
て形成・待機させるようにしたことを特徴とする。
　請求項４の発明は、請求項１乃至３のいずれかに記載の自動麻雀卓において、前記汲上
機構と前記形成・待機機構との間に牌反転機構６５０を備え、懸賞牌を形成できるように
したことを特徴とする。
【発明の効果】
【０００９】
　請求項１の発明によれば、牌を取り上げる汲上機構を、円筒回転体と吸着面を設けて、
吸着面の牌を磁気力により吸着して下方から上方に吸い上げるように円筒回転体を縦方向
に回転させたので、スペース的には従来の水平方向に回転する汲上方式とは異なり円筒回
転体の幅は牌の縦幅と略等しい寸法でよく、かつ、水平方向の移動は円筒回転体の幅があ
れば良いから、これらにより、攪拌装置から牌を取り上げる汲上機構を小型にすることが
でき、結果として、自動麻雀卓の全体が小型、軽量、コンパクトとなり経済的に有利とな
る。
　また、請求項１の効果に加えて、請求項２の発明によれば、載置部に移送された牌を反
対側から待機機構台上に押し出すので、無理なく整列牌を形成することができ、請求項３
の発明によれば、予め配牌と２段積牌とを形成しておくことができ、請求項４の発明によ
れば、配牌の形成と同時に懸賞牌を配置することができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１０】
　以下、図面を参照して本発明の好適な自動麻雀卓の実施の形態の一例につき詳細に説明
する。
　図１は、本発明による自動麻雀卓の実施の形態の一例を概略的に示す斜視図である。自
動麻雀卓１は、本体２がスタンド３によって支えられており、本体２に設けられた天板４
の中央部には牌を落とし込むための牌投入口４Ａが形成されている。牌投入口４Ａは蓋５
によって開閉できる構成となっており、蓋５は図示しない開閉機構によって開閉される。
本体２の中央に設けられている操作板６のスタートスイッチ６Ａを操作することにより開
閉機構が作動して蓋５を下方に移動させ、牌を牌投入口４Ａから下方に落とし込むことが
できるようになっている。
【００１１】
　天板４上であって、牌投入口４Ａと天板４の周縁との間には、配牌用の整列牌（以後、
配牌ブロックと称する）ＢＡ及びプレー開始後にプレーヤが順番に取り込むための牌を２
段積みとした２段積み整列牌（以後、２段積牌ブロックと称する）ＢＢを本体２の内部か
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ら天板４の上面に供給するための細長い矩形の４つの牌出口（開口）７Ａ、７Ｂ、７Ｃ、
７Ｄが各プレーヤに対向するようにして形成されており、これらの牌出口７Ａ、７Ｂ、７
Ｃ、７Ｄは、後述するようにして各ブロックを供給するときだけ開く構成となっている。
【００１２】
　図２は、自動麻雀卓１において使用される牌１０の構成を示す図である。牌１０は合成
樹脂の成形体として作られており、その内部に磁性体が埋設された構造となっている。本
実施の形態においては、この磁性体として磁石１１が用いられており、磁石１１は牌１０
の中央部に埋設されている。なお、自動麻雀卓１においては牌は２組用いられ、その一方
の組で競技し、他方の組の牌は自動麻雀卓１内で攪拌処理して、配牌ブロックと２段積牌
ブロックの２種の整列牌に形成して待機させておく構成となっている。
【００１３】
　図１では図示するのを省略しているが、自動麻雀卓１の本体２の下方には、配牌有／無
選択スイッチ、懸賞牌有／無選択スイッチ及びゲーム選択スイッチが設けられており、こ
れらのスイッチを適宜に操作して目的に適ったゲームを行うことができるようになってい
る。また、ゲーム選択スイッチにより、３人用３種類、４人用３種類の計６種類のゲーム
モードを選択でき、各ゲームモードに対応した配列パターンが適用される。
【００１４】
　図３は、自動麻雀卓１の内部機構を説明するための、天板４を取り外した場合の自動麻
雀卓１本体２内の概略平面図である。本体２内の中央部分には、落とし込まれた牌を攪拌
するための攪拌機構１００が設けられており、本体２の四隅部には、攪拌機構１００によ
って攪拌された牌を汲み上げるための汲上機構２００がそれぞれ設けられている。
【００１５】
　攪拌機構１００は、中央部に対して外側がやや低く形成されている円形状のターンテー
ブル１０１と、ターンテーブル１０１を囲むように形成された外壁１０２と、一端がそれ
ぞれターンテーブル１０１中心付近に固定された２つの棒状弾性体１０３、１０３と、タ
ーンテーブル１０１の下面側にその周縁に沿って等間隔に設けられた４つの牌反転用磁石
１０４と、ターンテーブル駆動機構１０５とを備えて成っている。ターンテーブル１０１
の下には歯車１０６が設けられており、ターンテーブル１０１は歯車１０６と同期して回
転するように構成されている。
【００１６】
　歯車１０６は４つの汲上機構２００の各駆動用歯車２０１とそれぞれ噛み合っている。
ターンテーブル駆動機構１０５は４つの駆動用歯車２０１のうちの１つを回転駆動させる
ため、その駆動用歯車２０１と一体に運動するタイミングプーリ２０２とタイミングベル
ト２０３を介して連結されている駆動モータ２０４を備えている。したがって、駆動モー
タ２０４が駆動されるとその回転がタイミングベルト２０３を介してタイミングプーリ２
０２に伝達され、駆動用歯車２０１がタイミングプーリ２０２と一体に回転し、駆動用歯
車２０１と噛み合っている歯車１０６が回転し、これによりターンテーブル１０１が矢印
方向に回転する。
　そして、ターンテーブル１０１の回転により、他の３つの駆動用歯車２０１も同時に回
転する。図２２には、歯車１０６と駆動用歯車２０１との噛合状態が見えている。
【００１７】
　図２２を参照すると、駆動用歯車２０１の中心には孔が設けられており、駆動用歯車２
０１は該孔内に支持軸２０５が挿通されて回転自在に保持されている。
　駆動用歯車２０１の下方においてタイミングプーリ２０２が歯車２０１に固定されてい
る。そして、支持軸２０５に固着されたトルクリミッタ２０６の上部に形成された凸部と
駆動用歯車２０１の下方に形成された凹部とが係合するように構成されている。したがっ
て歯車１０６の回転に伴い駆動用歯車２０１が回転すると、駆動用歯車２０１に係合して
いるトルクリミッタ２０６が回転しこれにより支持軸２０５が回転する。トルクリミッタ
２０６は支持軸２０５に過大な負荷が生じた時の衝撃をやわらげる役目を果たす目的で備
えられている。
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【００１８】
　ターンテーブル１０１のやや上方には、適度な可撓性を持たせたコイルバネからなる棒
状弾性体１０３、１０３が、各一端を中央部の保持体１１２に固定することによって放射
状に配設されている。保持体１１２は回転せず静止したままであるから、ターンテーブル
１０１が回転すると、牌投入口４Ａ（図１参照）よりターンテーブル１０１上に落とし込
まれて山積み状となった牌１０は棒状弾性体１０３により押しやられ、牌１０は棒状弾性
体１０３の手前側に集められて攪拌されることになる。この場合、牌１０はターンテーブ
ル１０１の回転力により自ら棒状弾性体１０３を押して屈曲させながら徐々に外壁１０２
側に向かって移動していく。
【００１９】
　図４及び図５を参照して、ターンテーブル１０１の外壁１０２側に移動した牌を汲み上
げるための汲上機構２００について説明する。
【００２０】
　汲上機構２００は、前述の如く４つ設けられているが、４つの汲上機構２００は、全く
同様に構成されているため、ここでは、そのうちの１つの機構２００について説明する。
汲上機構２００は、外壁１０２側に移動してきた牌１０を取り上げるための機構であり、
牌１０を磁気力により吸着するための円筒回転体４０１と、円筒回転体駆動機構４０４と
を備えて成っている。
【００２１】
　先ず、円筒回転体４０１について図６及び図７を参照して説明する。図６は円筒回転体
４０１の立面図、図７は円筒回転体４０１の平面図である。円筒回転体４０１は牌１０の
縦幅と略等しい長さ（ｌL ）の高さ寸法を有した円筒形状をした樹脂材からなり、一側端
から牌の横幅分の長さ（ｌs ）の位置には溝４０１Ａが形成されている。円筒回転体４０
１の周面部位には、２カ所等間隔に、平伏牌の面積ほど平に削り落とした吸着面４０１Ｂ
が形成されており、その中心部には吸着面４０１Ｂから僅かの埋設深さ距離をもって、磁
石４０１Ｃが埋設されている。
【００２２】
　円筒回転体４０１には、内端縁側にテーパ付けされた比較的幅の狭いフランジ部４０１
Ｅが形成されており、フランジ部４０１Ｅは、吸着面４０１Ｂに対応する部分に後端に僅
かに傾斜部４０１Ｄを残して前記吸着面４０１Ｂと同面になるような切欠４０１Ｆが形成
されている。
【００２３】
　再び図４及び図５を参照すると、円筒回転体４０１の中心には回転軸４０５が嵌挿され
ていて、円筒回転体４０１はこの回転軸４０５に固定されており、この回転軸４０５は円
筒回転体４０１を挟む案内部材５０１と反対側に設けた側壁を固定するベース（図示せず
）とによって回転自在に支持されている。
【００２４】
　円筒回転体４０１が固定されている回転軸４０５にはタイミングプーリ４０５Ａが固定
的に取り付けられている。また、駆動用歯車２０１の上方には別の回転軸４０６が設けら
れており、この回転軸４０６にはタイミングプーリ４０６Ａが固定的に取り付けられてい
る。回転軸４０５のタイミングプーリ４０５Ａと回転軸４０６のタイミングプーリ４０６
Ａとはタイミングベルト４０７によって連結されており、回転軸４０６は支持軸２０５と
カサ歯車４０８を介して連結されている。ここでは、駆動用歯車２０１が一回転すると円
筒回転体４０１が一回転する構成となっている。円筒回転体４０１は、ターンテーブル１
０１内を覗くように突出しており、且つ、円筒回転体４０１とターンテーブル１０１との
隙間は牌１０の厚さよりやや広い程度になっていて、この間を通過する平伏状の牌１０を
円筒回転体４０１に埋設した磁石４０１Ｃ（図６、図７参照）で吸着して牌を汲み上げる
ことができるようになっている。
【００２５】
　円筒回転体４０１に埋設した磁石４０１Ｃの極性と、牌１０に埋設した磁石１１の極性
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との関係は、牌１０が字面を上にした状態で円筒回転体４０１に吸着するように定められ
ている。例えば牌１０の字面側をＳ極とした場合、吸着面４０１Ｂ側がＮ極となるように
各磁石が埋設されている。
【００２６】
　円筒回転体４０１に上述の如くして吸着された牌１０の汲み上げ許可、禁止の制御を可
能とするため、円筒回転体４０１の周面に接近して進入口開閉機構４５０が設けられてい
る。
【００２７】
　進入口開閉機構４５０は、仕切片４５１を牌１０の進入を許す開位置又は牌１０の進入
を禁止する閉位置に位置決めすることができるようにしたもので、仕切片４５１をリンク
機構４５２を介してソレノイド４５３に連結した構成となっている。
【００２８】
　図８を参照して進入口開閉機構４５０について説明する。仕切片４５１は板状部材であ
り、支持軸４５４に揺動自在に取り付けられている（図５参照）。そして、仕切片４５１
には仕切片４５１を開閉駆動するためのソレノイド４５３がリンク機構４５２を介して連
結されている。図５及び図８に示すように、仕切片４５１の上部にはスリーブ４５５が設
けられており、案内部材５０１と反対側に設けた側壁との間に設けた支持軸４５４にスリ
ーブ４５５が挿通することによって仕切片４５１が揺動自在に支持されている。リンク機
構４５２の短いリンク４５６の下端４５６Ａは案内部材５０１に回動自在に支持され上端
４５６Ｂには支軸４５７が設けられていて、支軸４５７は仕切片４５１内に適当な深さで
はまっている。ソレノイド４５３のプランジャー４５３Ａにはコイルバネ４５３Ｂが設け
られており常に長いリンク４５８を前方に押している。これによりソレノイド４５３に通
電すると長いリンク４５８がソレノイド４５３側に引かれて仕切片４５１はソレノイド４
５３側に回動し、牌１０の進入を禁止する閉位置に位置決めされる。また、ソレノイド４
５３への通電を中止すると長いリンク４５８がコイルバネ４５３Ｂによって前方に押され
て仕切片４５１はソレノイド４５３から離れる方向に回動し、牌１０の進入を許可する開
位置に位置決めされる。
【００２９】
　ここで、図３を参照して牌１０がターンテーブル１０１から汲上機構２００に移動して
くるまでの状態について説明する。ターンテーブル１０１の下面に設けた牌反転用磁石１
０４の極性は、字面を下にしている平伏牌を反転するように定められている。上述の例で
言えば、Ｓ極を上側にして設置される。この牌反転用磁石１０４の作用によって、ターン
テーブル１０１の周縁付近を移動する牌のうち、字面を下にしている牌１０はこの牌反転
用磁石１０４の頭上において反発力を受けて反転し、字面が上面側となる。
【００３０】
　円筒回転体４０１の手前には、ターンテーブル１０１から牌の厚さ分よりやや高く離れ
た位置に、外壁１０２から内側に向かって突設した湾曲状の障害壁１１３が設けられてお
り、ターンテーブル１０１の周縁を移動している牌１０のうち、平伏牌においては容易に
障害壁１１３の下を通過できるようにし、字面を横に向けた状態の立牌は、この障害壁１
１３に邪魔されて転倒、又は、立牌状態で湾曲縁に沿って移動するようになっている。そ
して字面を上にした牌１０は円筒回転体４０１下方に到達するようになっている。
【００３１】
　図９を参照してターンテーブル１０１上から牌が汲み上げられる際の汲上機構２００の
一連の動作について説明する。円筒回転体４０１の吸着面４０１Ｂがターンテーブル１０
１の面と対向している状態のとき、ターンテーブル１０１上に字面を上側にして載ってい
る牌１０が、ターンテーブル１０１と円筒回転体４０１の吸着面４０１Ｂとの間に進入し
てくると、円筒回転体４０１内の吸着面４０１Ｂ下方に埋設されている磁石４０１Ｃと牌
１０内の磁石１１との間に磁気吸引力が働き、牌１０が吸着面４０１Ｂに吸着される。牌
１０を吸着面４０１Ｂに吸着した円筒回転体４０１がＸ方向に回転することにより牌１０
は汲み上げられる。
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【００３２】
　汲上機構２００によって汲み上げた牌１０を縦長方向に整列させるための整列機構５０
０について説明する。整列機構５００は、案内部材５０１と誘導路５０４とを備えて成っ
ている。汲上機構２００によって汲み上げられた牌１０は、案内部材５０１によってその
縦長の方向に進行するように向きを変更しつつ誘導路５０４に送り込まれる構成となって
いる。
【００３３】
　図１０及び図１１を参照して、吸着面４０１Ｂに様々な角度にて吸着した牌１０が、整
列機構５００により縦長方向に整列する動作について説明する。案内部材５０１の入り口
付近で吸着面４０１Ｂからはみ出た側面が、案内部材先端５０２に接触して抵抗を受ける
が、牌１０に埋設されている磁石１１の中心が、円筒回転体４０１に埋設されている磁石
４０１Ｃの中心に吸引されて回転しながら向きを変え、当該側面が案内部材５０１の内壁
面５０１Ａと並行状態になって整列機構５００の内部に進入する。
【００３４】
　図１０は牌の長手側面が案内部材先端５０２に接触する様子を示したもので牌１０は縦
長の状態で整列機構５００の内部に進入する。この状態で進入した牌１０は案内部材５０
１の途中に用意されている切欠５０３を通過して上部に到達する。案内部材５０１の内壁
は上部付近にて緩やかに外側に向かっていて、牌１０は向きを外側に向けると共に吸着面
４０１Ｂからはみ出していく。牌１０の中心が最高点を通過すると牌１０は下方に向きを
変えるがこのとき牌１０の先頭部分は誘導路５０４の入り口付近に到達する。誘導路５０
４は両側を案内部材５０１と側壁に囲まれたスロープからなり、図示するようにスロープ
先端の一部は溝４０１Ａ内に突出している。案内部材５０１によって吸着面４０１Ｂから
外側に逸脱した牌１０の先端はこのスロープ先端を跨ぐようにして誘導路５０４内に進入
する。
【００３５】
　図１１は牌１０の短手側面が案内部材先端５０２に接触する様子を示したものである。
牌１０は短手側面が案内部材先端５０２に接触して図１０の場合と同様に回転するが、牌
１０は傾斜部４０１Ｄを跨いだ形で横長の状態になって内部に進入する。このとき牌１０
に埋設されている磁石１１の中心が、円筒回転体４０１に埋設されている磁石４０１Ｃの
中心より外側に偏っているため、牌１０は内側に吸引力を受け、当該側面は案内部材５０
１の内壁面５０１Ａに圧接した状態で整列機構５００の内部に進入する。
【００３６】
　牌１０の中心が切欠５０３に到達すると、内壁に当接している側面は抵抗を受けている
ため牌１０は切欠先端５０５を中心に回転し牌１０の一部は切欠５０３内に進入する。こ
のとき傾斜部４０１Ｄによって僅かに浮き上がっていた牌１０の一端が傾斜部４０１Ｄ上
を滑落して牌１０の回転を加速する。なお、傾斜部４０１Ｄは回転を補助するためであっ
て特に設けなくともよい。この状態で牌１０が更に進むと、牌長手側面が切欠後端５０６
に接触し、再度回転して長手側面を案内部材５０１の内壁面５０１Ａに当接して前進する
。上述の如く、様々な角度で円筒回転体４０１に吸着した牌１０は整列機構５００により
一定の向きに制御される。
【００３７】
　図４、図５、図９に示されるように、案内部材５０１の頂上付近にて内壁に設られた孔
内には反射型フォトセンサからなる入口センサ４０３が設けられており、牌１０は入口セ
ンサ４０３によりその進入が電気的に検知される。そして円筒回転体４０１によって送ら
れてきた牌１０は、円筒回転体４０１の頂上付近において誘導路５０４の一端５０４Ａに
より捕捉され、円筒回転体４０１の回転につれて吸着面４０１Ｂより剥離され、下方に向
けて傾斜している誘導路５０４に沿って自重によって自然落下し、振り分け機構６００に
向けて前進する構成となっている。
【００３８】
　誘導路５０４の進行方向の延長上には、一端を回動自在に軸支した可動片６０１とソレ
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ノイドからなる牌反転機構６５０が設けられている。牌反転機構６５０は牌１０を反転さ
せるのに使用されるものであり、ソレノイド６２０によって駆動される可動片６０１は通
常図示の位置にある。可動片６０１には磁石６０２が埋設されており、字面を下にして落
下してくる牌１０は、磁石６０２によって吸引されて可動片６０１上で停止するよう構成
されている。牌反転機構６５０の動作については、後述する。
【００３９】
　次に、振り分け機構６００について説明する。振り分け機構６００は、整列機構５００
より牌反転機構６５０を介して送られてきた牌１０を、後で詳しく説明する載置部７０１
の下載置台７０２又は上載置台７０３のいずれかに選択的に送り込むための機構である。
振り分け機構６００は、牌を移動させるために必要な円盤回転体６０３とその駆動機構、
及び、牌の軌道を制御するための振り分け板６０４とその駆動機構を有している。
【００４０】
　図１２を参照して円盤回転体６０３について説明する。円盤回転体６０３は、円筒形の
基部６０５を有しており、基部６０５の側面にフランジ状に薄板６０６が形成され、さら
に薄板６０６上に基部６０５と同程度の厚さの棒状押し片６０７が等間隔に２個配設され
ており、基部６０５の中心は回転軸４０６（図５参照）に固着されている。
【００４１】
　次に、図１３を参照して振り分け板６０４について説明する。振り分け板６０４は、円
盤回転体６０３の基部６０５（図１２参照）と同半径の仰木型状基部６０８を備えており
、仰木型状基部６０８の一端を延設した平板状基部６０９に、側壁６１０及び上板６１１
が図示の如く形成されていると共に、ストッパ６１２が図示の位置に設けられている。基
部６０８の中心には孔６１３が形成されており、孔６１３内に回転軸４０６（図５参照）
を嵌挿し、これにより振り分け板６０４は回転軸４０６によって回動自在に支持されてい
る。
【００４２】
　ここで、図４も併せて参照すると、円盤回転体６０３の薄板６０６と、振り分け板６０
４の側壁６１０との間隔は牌の幅より僅かに広い程度に保持されている。そして振り分け
板６０４は、バネ６３０によって常時下側に向けられていると共に、リンク６１５を介し
てソレノイド６１４に連結しており、ソレノイド６１４を駆動することにより牌の出口を
上方向に変更し、前方に配設されている、後述する押出機構７００の載置部７０１の下載
置台７０２又は上載置台７０３上のいずれかに牌１０を振り分けて載置することができる
ように構成されている。
【００４３】
　上述の如く構成されている振り分け機構６００による牌の振り分け動作について説明す
る。図１３には振り分け板６０４が下載置台７０２に向けられているときの状態が示され
ており、汲み上げ途中の牌１０と誘導路５０４上の牌１０と棒状押し片６０７に後端を押
されて移送(移送手段)されている牌１０とが示されている。ここでは、磁石４０１Ｃと棒
状押し片６０７との位相関係がほぼ９０度の状態が示されている。
【００４４】
　図１４には、図１３において棒状押し片６０７に押されていた牌１０が下載置台７０２
に押し込まれたときの状態が示されており、このとき誘導路５０４上にあった牌１０は可
動片６０１内の磁石６０２に吸引され、汲み上げ途中であった牌１０は円筒回転体４０１
上に汲み上げられている。
【００４５】
　図１５及び図１６は振り分け板６０４が上載置台７０３に向けられているときの牌の移
送状態を説明するためのものである。図１５において、可動片６０１上にある牌１０は、
その後端下側を棒状押し片６０７によって押し上げられるようにして磁石６０２から剥離
させられ、振り分け板６０４の平板上基部６０９上に押し出される。そして次に、図１６
に示される如く、牌１０は押し片６０７によって平板上基部６０９上で前方に押されて前
進し、さらに押し片６０７に押されて牌１０の先端が上載置台７０３上の中心まで進むと
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、載置部７０１の上部片７０４内にＳ極を下にして埋設されている磁石７０５によって吸
引され、上載置台７０３上の所定の位置に載置される。
【００４６】
　次に、図１７乃至図１９を参照し、牌反転機構６５０により振り分け機構６００に進入
する前に牌１０を反転させる場合の動作について説明する。まず、図１７において、牌１
０が円筒回転体４０１により汲み上げられ、牌１０の汲み上げが入口センサ４０３によっ
て検知されると、この検知結果に応答してソレノイド４１０が作動し、仕切り片４５１が
牌１０の通過を禁止する閉位置とされる。すなわち、牌反転機構６５０により牌１０を反
転させる場合には、反転させるべき牌が入口センサ４０３により検出されたことに応答し
て進入口開閉機構４５０を動作させて仕切り片４５１を閉位置に切り換える。このとき、
牌反転機構６５０のソレノイド６２０が作動して可動片６０１は図示の位置に後退し誘導
路５０４の下方に位置して間隙６１６が形成される。この状態において、仕切り片４５１
は開位置とされ、牌１０を汲み上げる誘導路５０４を落下滑走してくる牌１０は間隙６１
６内に落下する。
【００４７】
　図１８は、間隙６１６内に落下した牌１０がストッパ６１２によって受け止められてい
る状態が示されている。図１８に示すようにストッパ６１２は、右肩上りに傾斜していて
牌１０が受け止められたときに牌１０が左に傾いた状態で静止するように構成されている
。なお、補助的に、振り分け板６０４の仰木型状基部６０８の裏側の適当な位置に磁石を
埋設しても良い。
【００４８】
　図１９は、ストッパ６１２上に載置されていた牌１０が棒状押し片６０７によって字面
１０Ｂを上にした状態で仰木型状基部６０８に沿って移送される様子が示されている。牌
１０は字面１０Ｂが上にされた状態で移動されていき、懸賞牌となるものである。この牌
１０は、この後、平板状基部６０９上を移動し、下載置台７０２上に載置されるが、牌１
０の平板状基部６０９から下載置台７０２への移動については、図１３及び図１４を用い
て説明した場合と全く同様であるので、ここでの詳しい説明は省略する。
【００４９】
　上述の如くして牌１０は振り分け機構６００から押出機構７００の載置部７０１の下載
置台７０２又は上載置台７０３上へ載置される。図４を参照すると、振り分け機構６００
によって振り分けられた牌１０は、振り分け機構６００から牌１０の進行方向上に設けら
れている押出機構７００に移送される。
【００５０】
　図２０は押出機構７００の載置部７０１の斜視図、図２１は押出機構７００の斜視図、
図２２は押出機構７００の立面図である。図１３、図２０～図２２を参照して押出機構７
００について説明する。
【００５１】
　押出機構７００は、載置部７０１と押出部７３０とを備えて成っている。押出機構７０
０の載置部７０１は牌１０を載置するための下載置台７０２と上載置台７０３とを備えた
２層構造部を有しており、下載置台７０２及び上載置台７０３の突き当たりにはストッパ
として働く側壁７０６が設けられている。棒状押し片６０７によっていずれの載置台７０
２、７０３に押し込まれた牌１０も側壁７０６によって制止されるようになっている。上
載置台７０３の上方には、牌１０の厚さ分より若干大きい程度の間隔をあけて上部片７０
４が設けられている。このようにして載置部７０１には牌１０を収容するための上部空間
７４１と下部空間７４２とが形成されている。
【００５２】
　上部空間７４１において、側壁７０６と対向する開口から牌１０が振り分け機構６００
により上部空間７４１内に押し込まれてきて上載置台７０３上に載置される。
【００５３】
　下部空間７４２においても、同様に、側壁７０６と対向する開口から牌１０が振り分け
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機構６００により下部空間７４２内に押し込まれてきて下載置台７０２上に載置される。
側壁７０６には反射型フォトセンサ７０７及び７０８が設けられており、下載置台７０２
上に載置された牌１０は反射型フォトセンサ７０７にて、また上載置台７０３上に載置さ
れた牌１０は反射型フォトセンサ７０８にて検知される。
【００５４】
　載置部７０１に隣接して牌１０の進入方向に対して左側に押出部７３０が配設されてい
る。押出部７３０は、上側押し込み片７０９及び下側押し込み片７１０を備えており、各
押し込み片７０９及び７１０は、Ｌ字状の連結アーム７１２の一端に上部空間７４１及び
下部空間７４２にそれぞれ対向するように取り付けられており、連結アーム７１２の他端
は摺動片７１１に連結されている。摺動片７１１は水平に保持された支持棒７１３に水平
摺動自在に嵌挿されており、一方、連結アーム７１２の下側にはコロ７１４があって連結
アーム７１２の水平運動を保持すると共に、図２２に示すように各押し込み片７０９、７
１０が取り付けられている連結アーム７１２の一端は、載置部７０１に水平に保持された
支持棒７１２Ａに挿通されていて、押し込み片７０９、７１０の横振れを抑止している。
（図９参照）。
【００５５】
　ここで図４も併せて参照すると、駆動用歯車２０１の上方には２つのコロ７１５を等間
隔に配設した回転板７１６が支持軸２０５に固着されており、一方、摺動片７１１の下方
には当て板７１７が突設形成されていて、コロ７１５が矢印の向きに回転して当て板７１
７に当接している間、摺動片７１１は点線で示す位置に前進する。摺動片７１１の上部に
は戻しバネ７１８があって、コロ７１５が当て板７１７からはずれると同時に摺動片７１
１は元位置に後退する。コロ７１５と棒状押し片６０７の位相関係は棒状押し片６０７が
下載置台７０２上に牌１０を押し込んだ直後にその棒状押し片６０７がほぼ水平になった
時に、コロ７１５が当て板７１７に当接するように構成されている。
【００５６】
　押出機構７００は上述の如く構成されているので、上載置台７０３上に載置された牌１
０は、上載置台７０３上に押し込まれた直後に、上側押し込み片７０９がＸ方向（図２２
参照）に水平移動して点線で示す位置まで前進するので、上載置台７０３上の上部空間７
４１内から脱出して押出機構７００から押し出される。牌１０が下部空間７４２内の下載
置台７０２上に載置された場合には、牌１０が下載置台７０２上に押し込まれた直後に下
側押込片７１０がＸ方向に水平移動して点線で示す位置まで前進するので、下載置台７０
２上の下部空間７４２内から脱出して押出機構７００から押し出されるようになっている
。
【００５７】
　図２２に示されているように、押出機構７００から押し出された牌１０を順次受け取っ
て整列させるため、押出機構７００の牌１０の押し出し側で、載置部７０１を挟みその反
対側には、待機機構８００が設けられている。
【００５８】
　図２２を参照して待機機構８００について説明する。待機機構８００は、載置部７０１
に一旦載置された牌１０が押出部７３０によって押し出されたときに、この押し出された
牌１０を受け取って順次１段又は２段に整列させていき、これにより所要の配牌ブロック
又は２段積牌ブロックを形成して待機させておくための機構である。待機機構８００は１
段積の配牌ブロックが形成される配牌台８０１及び２段積牌ブロックが形成される待機台
８０２とを備えて成っており、すなわち、待機機構には１段積の配牌ブロックが形成され
る第１の台（配牌台８０１）と２段積牌ブロックが形成される第２の台（待機台８０２）
とが設けられ、待機台８０２は後述する駆動機構に連結されている。待機台８０２が原点
位置（通常位置）にある時には、待機台８０２は下載置台７０２と同一レベル、又は僅か
に低いレベルにある。一方、配牌台８０１は後述する駆動機構に連結しており、配牌台８
０１が原点位置（通常位置）にあるときには、配牌台８０１は上載置台７０３と同一レベ
ル、又は僅かに低いレベルに静止している。
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【００５９】
　押出機構７００の下載置台７０２上に振り分け載置された牌１０は下側押し込み片７１
０によって押し出されて下載置台７０２に隣接する待機台８０２上に移動する。そして次
の牌１０が下載置台７０２上に載置され下側押し込み片７１０によって押し出されてくる
と、先に待機台８０２上に載せられていた牌１０は次の牌１０に押圧され、図２２のＸ方
向である下側押し込み片７１０の押出方向に牌１つ分だけ進む。上述の動作が所要の回数
繰り返し行われることにより、下載置台７０２上に振り分け載置された牌１０が待機台８
０２上に、先ず、所要の数だけ一段に整列される。
【００６０】
　このようにして一段目の整列が終了すると、待機台８０２は牌１０の厚さ分だけ下降し
、その後一段目の牌１０の上に上述と全く同様にして２段目に整列させるための牌１０が
下載置台７０２から下側押し込み片７１０により順次押し出される。一段目の牌１０の上
に載せられた牌１０は、隣り合って押圧してくる牌１０により一段目の牌上を下側押し込
み片７１０の押出方向に移動する。この動作が所要の回数繰り返されて一段目の牌１０上
に二段目の牌１０が整列され、これにより所要の２段積牌ブロックが形成される。
【００６１】
　一方、上載置台７０３上に振り分け載置された牌１０は、上側押し込み片７０９によっ
て押し出されて配牌台８０１上に移動する。そして次の牌１０が上載置台７０３上に載置
され上側押し込み片７０９によって押し出されると、先に配牌台８０１の上に載せられて
いた牌１０は、次に押し出されてきた牌１０によって押圧され、上側押込片７０９の押出
方向に牌１つ分だけ移動する。この動作が所要の回数繰り返し行われることにより、上載
置台７０３上に振り分け載置された牌１０は配牌台８０１上に整列され、所要の数の牌が
１段１列の状態で形成され、これにより所要の配牌ブロックが形成される。以上の説明か
ら判るように、振り分け機構６００及び押出機構７００によって、整列機構５００から送
り出される牌１０を配牌台８０１（第１の台）上又は待機台８０２（第２の台）上のいず
れか一方に送給するための選択送給機構を構成している。
【００６２】
　上述した待機台８０２は、押出機構７００から牌を受け取るためだけでなく、待機台８
０２上に形成された２段積牌ブロックを後述する昇降台９０１に移載させるため、上下動
するようになっている。また、配牌台８０１は、待機台８０２が上方へ移動する場合に、
待機台８０２の上方への移動を邪魔することがないように回動運動を行うように構成され
ている。
【００６３】
　図２３、図２４を参照して待機台８０２を上下動させるための構成について説明する。
待機台８０２は下面２カ所において直方体状の保持部材８０３に固定されており、この保
持部材８０３の中央に設けたガイド孔がベース板１１５に垂直に立てられた支持軸８０４
に嵌挿されており、これにより保持部材８０３は待機台８０２を上下摺動自在に支持する
。保持部材８０３の下方側面には横溝８０５が形成されており、この横溝８０５には、ア
ーム８０６の一端に設けたコロ８０７が嵌合している。
【００６４】
　アーム８０６はベース板１１５をコ字状に折り曲げた側板８４０上に設けた固定軸８０
８に回動自在に支持されていると共に付勢バネ８０９によって下方に付勢されている。ア
ーム８０６の上方には、ベース板１１５の側板を貫通して回転自在に支持されているカム
軸８１０が設けられている。アーム８０６のもう一方の端にはコロ８１１が設けられてお
り、コロ８１１はカム軸８１０上に配設されたカム８１２に当接するように設けられてい
る。
【００６５】
　カム軸８１０は歯車８１３、８１４を介して駆動モータ８１５に連結しており、駆動モ
ータ８１５を起動してカム軸８１０を一回転させると、待機台８０２は図で点線と実線と
で示される間を１回上下運動を行う。また、カム軸８１０の一方の端には回転角を検出し
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て駆動モータ８１５を停止制御するために、切欠を有したセンサ板８１６とフォトインタ
ラプタ８１８ａ～８１８ｃが配設されていて、この３組のセンサにより検出されたカム軸
８１０の回転角に応じて待機台８０２の原点位置、下降位置、及び上昇位置が検出される
。
【００６６】
　次に、図２４及び図２５を参照して配牌台８０１の回動運動について説明する。配牌台
８０１はベース板１１５の側板８４０に設けた固定軸８２０によって回動自在に支持され
たアーム８２１の先端に固定されている。アーム８２１はバネ８２３によってばね付勢さ
れている。アーム８２１のもう一方の端にはコロ８２２があり、カム軸８１０上に設けた
カム８１２に当接していて、カム軸８１０を矢印の方向に一回転すると配牌台８０１は点
線と実線で示される位置の間を回動して往復動する。
【００６７】
　このようにして待機台８０２の垂直往復動と、配牌台８０１の回転往復動とを一本のカ
ム軸８１０の一回転によって行うもので、カム軸８１０とカム８１２との関係について以
下に説明する。
【００６８】
　カム軸８１０が原点位置にあるとき、待機台８０２は前述したように下載置台７０２の
高さにあり、また、配牌台８０１は上載置台７０３の高さ位置にある。待機台８０２上に
１段目（下段）の整列牌が形成されると駆動モータ８１５を起動してカム軸８１０を矢印
の向きに回転させ、待機台８０２を下降させる。配牌台８０１は下降位置を維持する。待
機台８０２が牌１個分下降した下降位置にてフォトインタラプタ８１８ｂはセンサ板８１
６の切欠の開始端を検出して駆動モータ８１５を停止する。この状態にて待機台８０２上
に２段目（上段）の整列牌が形成される。この状態で配牌台８０１上には配牌が、待機台
８０２上には２段積み牌が形成される。
【００６９】
　以上の説明から判るように、振り分け機構６００、押出機構７００及び待機機構８００
によって、整列機構５００から送り出される牌１０を第１の台である配牌台８０１上に配
牌ブロックとして形成してそこに待機させ、整列機構５００から送り出される牌１０を第
２の台である待機台８０２上に２段積牌ブロックとして形成してそこに待機させておくた
めのブロック形成・待機機構が構成されている。
【００７０】
　このようにして、配牌台８０１上に形成されて待機している配牌ブロックと、待機台８
０２上に形成されて待機している２段積牌ブロックとは、移載機構として働く押し板機構
１０００により選択的に昇降機構９００の昇降台９０１上に移載される構成となっている
。
【００７１】
　図３から判るように、上述の如く動作する配牌台８０１、待機台８０２上に形成された
配牌ブロック、又は２段積牌ブロックを受け取り天板４上のレベルまで上昇させるため、
配牌台８０１、待機台８０２の近傍に昇降台機構９００、及び押板機構１０００が設けら
れている。図２６も併せて参照すると、配牌台８０１、待機台８０２と昇降台機構９００
、押板機構１０００との概略構成図が示されている。
【００７２】
　図２６には、配牌台８０１及び待機台８０２に牌ブロックがいずれも形成されていない
場合の状態が示されている。配牌台８０１、待機台８０２の本体２の中心側には上下動す
る昇降台９０１が設けられており、配牌台８０１の本体２の周縁側には、前後に水平移動
する押し板１００４を含む押板機構１０００が設けられている。
【００７３】
　図２７は昇降台機構９００の斜視図、図２８は昇降台機構９００の正面図である。図２
４、図２７、図２８を参照して昇降台機構９００について説明する。Ｌ字状の昇降台９０
１のほぼ中央には保持部材９０２が固定されている。保持部材９０２にはガイド孔が設け



(14) JP 4367956 B2 2009.11.18

10

20

30

40

50

られており、このガイド孔にはベース板１１５に垂直に固定された支軸９０３が挿通され
ているので、保持部材９０２及び昇降台９０１は支軸９０３に沿って上下に運動すること
ができる。保持部材９０２とベース板１１５の間には引張りバネ９０４が設けられており
、引張りバネ９０４により昇降台９０１は常にベース板１１５に向かう方向に付勢されて
いる。
【００７４】
　保持部材９０２の下方には、支軸９０３に嵌挿して摺動部材９０６が設けられており、
摺動部材９０６の背面には左右対称に長穴溝９０５が形成され、摺動部材９０６の一方の
側面には前後方向に横溝９６４が形成されている。摺動部材９０６の両側には、それぞれ
先端にコロ９０７を配したアーム９０８が保持部材９０９に固定され、この保持部材９０
９は固定ピン９１０によって回動自在に支持されている。保持部材９０９先端のコロ９１
１は摺動部材９０６の長穴溝９０５に勘合して設けられており、摺動部材９０６を上下さ
せるとこれに連動して昇降台９０１は上下に運動することができるようになっている。
【００７５】
　図２９は摺動部材９０６の駆動機構を説明するための説明図である。図２４及び図２９
を参照して摺動部材９０６の駆動機構について説明すると、この駆動機構は、摺動部材９
０６に隣接して設けたコ字状板金９６０上に設けられており、コ字状板金９６０の側面に
はカム軸１０１０が回転自在に保持されている。このカム軸の一端は駆動モータ９１２に
直結して設けられており、カム軸１０１０上には昇降台駆動用カム１０１１が配設されて
いる。
【００７６】
　昇降台駆動用カム１０１１の下方にはアーム９６１が板金９６０の側面間に設けた保持
軸１００７によって回動自在に保持されている。アーム９６１の先端にはコロ９６２が、
また、中間にはコロ９６３が設けられており、コロ９６２は横溝９６４に嵌合し、コロ９
６３はカム１０１１に当接されている。カム軸１０１０の他端には、切欠を有したセンサ
板９６５が設けられており、フォトインンタラプタ９６６によって切欠が検出されて駆動
モータ９１２が一回転制御される。摺動部材９０６は駆動モータ９１２により上下運動す
るよう構成されており、摺動部材９０６の上下動に連動して昇降台９０１も上下運動を行
う。
【００７７】
　図３０は、上述の如く構成されている昇降台機構９００の昇降台９０１上に、配牌台８
０１に形成された配牌ブロック、又は待機台８０２上に形成された２段積牌ブロックを押
し出して移動させるための押し板機構１０００について説明するための立面図であり、図
２４、図３０を参照して押し板機構１０００ついて説明する。
【００７８】
　コ字状の固定板１００１はベース板１１５の側面８４０上方にて固定されている（図２
６参照）。この固定板１００１には図３に示すように一対の支持軸１０５１が設けられて
いる。この一対の支持軸１０５１に縦溝１００２を有する摺動片１００３が水平往復動自
在に嵌挿されている。断面Ｌ字状の押し板１００４は、図２６にて示される如く上面中央
部がＴ字状に突設形成されており、この突設された部位を摺動片１００３に固定すると共
に、両側には押し板１００４と固定板１００１との間に一対の付勢バネ１００５、１００
５が設けられている。
【００７９】
　アーム１００６は保持軸１００７に回動自在に保持されており、一端にはコロ１００８
が設けられ、コロ１００８は摺動片１００３に形成されている縦溝１００２に当接して設
けられている。アーム１００６の他端に設けられたコロ１００９は、カム軸１０１０上に
カム１０１１に隣接して設けたカム１０１２に当接されている。そして、前述した駆動モ
ータ９１２を一回転すると、押し板１００４は点線で示される位置と実線で示される位置
との間で１回の水平往復運動を行う。
【００８０】
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　このようにして昇降台９０１の垂直往復動と、押し板１００４の水平往復動とを一本の
カム軸１０１０の一回転によって行うものであって、昇降台駆動用カム１０１１とカム１
０１２との関係は、駆動モータ９１２を起動して天板４の高さ位置にある昇降台９０１を
所定の下降位置にまで下降させ、この状態で後退位置にある押し板１００４を前進させて
整列牌を移載し、移載が終了して押し板１００４が後退を開始した時点で、昇降台９０１
を上昇して整列牌を天板上に押し出し、昇降台９０１が天板４の位置に、また、押し板１
００４が後退位置に達した時に駆動モータ９１２が停止するように構成されている。
【００８１】
　待機機構８００、昇降台機構９００、押し板機構１０００は上述の如く動作するよう構
成されており、図２３～図２５を参照して配牌台８０１上の配牌が天板４上に移動してか
ら待機台８０２上の２段積み牌が天板４上の高さ位置に上昇する際の動作について説明す
る。まず、駆動モータ９１２を一回転して昇降台９０１と押し板１００４を駆動し、配牌
台８０１上の配牌を天板４上に押し出すと、
駆動モータ８１５が起動してカム軸８１０が矢印の方向に回転する。
【００８２】
　カム軸８１０の回転により、配牌台８０１が図中に点線で示される位置まで後退してそ
の状態を維持し、この間、所定の下降位置にある待機台８０２が上昇を開始する。待機台
８０２が昇降台９０１の下降位置の高さ位置まで上昇するとフォトインタラプタ８１８ｃ
はセンサ板８１６の切欠を検出し、この検出に応じて駆動モータ８１５が停止する。
【００８３】
　この状態で再び駆動モータ９１２が一回転して昇降台９０１と押し板１００４が駆動さ
れ、２段積み牌が天板４上に押し出される。カム軸１０１０が原点位置に復帰した後、再
度、駆動モータ８１５が回転すると、この回転により待機台８０２は下降を開始する。
【００８４】
　待機台８０２が配牌台８０１の移動軌跡上からはずれた時点で配牌台８０１は原点位置
への復帰動作を開始し、配牌台８０１及び待機台８０２が原点位置に復帰した位置にてフ
ォトインタラプタ８１８ａがセンサ板８１６の切欠を検出し、この検出に応じて駆動モー
タ８１５が停止する。なお、当然のことながら、配牌を行わない場合は、配牌の移載・上
昇動作は行われない。
【００８５】
　図３１は、自動麻雀卓１の制御系統の構成を示すブロック図である。自動麻雀卓１には
、操作用の各種スイッチ、及び牌１０の位置や各部材の位置等を検出するためのセンサか
らの出力に応答し、各種部材を駆動するためのソレノイド又はモータを制御して所要の作
動を行わせるための制御演算を実行するための演算装置３０が設けられている。演算装置
３０はマイクロコンピュータを用いたデータ処理装置として構成されていて、上述した各
種制御動作を実行させるために必要な各種制御プログラムが予め格納されている。
【００８６】
　自動麻雀卓１には、上述した牌１０の汲み上げから配牌ブロック及び２段積牌ブロック
を形成して天板上に持ち上げるまでの一連の機構が東、南、西、北の各場にそれぞれ１組
づつ設けられている。図３１では、東の場について、２つの入出力インターフェイス４１
、４２を用いて各種の入出力情報を演算装置３０に入出力する詳細構成が示されているが
、その他の各場についても同様である。
【００８７】
　仕切片を回動するためのソレノイド４５３、入口センサ４０３、反転機構用のソレノイ
ド６２０、振り分け板用のソレノイド６１４、上下載置台に設けられている反射型フォト
センサ７０７、７０８はインターフェイス４１を介して演算装置３０と接続されている。
【００８８】
　昇降台用の駆動モータ９１２及びフォトインタラプタ９６６、待機台用の駆動モータ８
１５と３つのフォトインタラプタ８１８ａ、８１８ｂ、８１８ｃとはインターフェイス４
２を介して演算装置３０に接続されている。
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【００８９】
　また、演算装置３０にはこの他に４つの入出力インターフェイス４３、４４、４５、４
６が接続されており、演算装置３０は各入出力インターフェイス４３～４６とそれぞれ所
要の入出力情報を入出力するよう構成されている。
【００９０】
　天板スイッチ５１及び汲上機構及びターンテーブルを駆動させる駆動モータ２０４は入
出力インターフェイス４３を介して演算装置３０に接続されている。また、ゲーム選択ス
イッチ５２、ゲームモード表示器５３、懸賞牌有／無選択スイッチ５４、配牌有／無選択
スイッチ５５は入出力インターフェイス４４を介して演算装置３０に接続されている。
【００９１】
　入出力インターフェイス４５には蓋開閉モータ５６、開センサ５７、閉センサ５８が接
続されており、これらのモータ及び各センサは入出力インターフェイス４５を介して演算
装置３０に接続されている。スタートスイッチ６Ａ、スタートランプ５９、その他各種ス
イッチやランプ、センサ等が入出力インターフェイス４６を介して演算装置３０に接続さ
れている。
【００９２】
　図３２には、２段積牌ブロック（以下、単に２段積牌と称することがある）の形成、天
板上への押し出しについての制御動作を説明するためのフローチャートが示されている。
【００９３】
　処理が開始されると、ステップＳ１では、スタートスイッチ６ＡがＯＮとされたか否か
が判別される。スタートスイッチ６ＡがＯＮとされず、ＯＦＦである場合には、再度ステ
ップＳ１が実行される。スタートスイッチ６ＡがＯＮとされた場合にはステップＳ２に入
る。
【００９４】
　ステップＳ２では、牌投入口４Ａを開く処理が行われた後、ステップＳ３ではスタート
スイッチ６ＡがＯＮとされたか否かが判別される。スタートスイッチ６ＡがＯＮとされず
、ＯＦＦである場合にはステップＳ３に戻る。スタートスイッチ６ＡがＯＮとされた場合
には、ステップＳ４に入る。
【００９５】
　ステップＳ４では、スタートランプ５９をＯＦＦとする処理が行われ、ステップＳ５で
は牌投入口４Ａを閉じる処理が行われる。次に、ステップＳ６では予め形成され、待機し
ていた２段積牌が天板４上に押し出され、ステップＳ７ではステップＳ２で取り込まれた
牌を用いて２段積牌を形成する処理が行われる。
【００９６】
　ステップＳ８では、２段積牌形成処理が完了したか否かが判別され、２段積牌形成処理
が完了していない場合には、ステップＳ８の判別結果はＮＯとなり、ステップＳ７に戻る
。２段積牌形成処理が完了した場合には、ステップＳ８の判別結果はＹＥＳとなり、ステ
ップＳ９に入り、ここでは準備完了を示すスタートランプ５９をＯＮにする処理が行われ
、その後ステップＳ１に戻る。
【００９７】
　図３３には、懸賞牌を形成した２段積牌ブロックの形成、天板上への押し出しの場合の
制御動作を説明するためのフローチャートが示されている。
【００９８】
　処理が開始されると、ステップＳ２１ではスタートスイッチ６ＡがＯＮであるか否かが
判別される。スタートスイッチ６ＡがＯＦＦである場合には、ステップＳ２１に戻り、ス
タートスイッチ６ＡがＯＮである場合には、ステップＳ２２に入る。
【００９９】
　ステップＳ２２では牌投入口４Ａを開く処理が行われ、ステップＳ２３ではスタートス
イッチ６ＡがＯＮであるか否かが判別される。スタートスイッチ６ＡがＯＦＦである場合
にはステップＳ２３に戻り、スタートスイッチ６ＡがＯＮである場合にはステップＳ２４
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に入る。
【０１００】
　ステップＳ２４ではスタートランプ５９をＯＦＦにする処理が行われ、ステップＳ２５
では牌投入口４Ａを閉じる処理が行われる。ステップＳ２６では２段積牌を天板４上に押
し出す処理が行われ、ステップＳ２７では乱数により懸賞牌の位置が決定される。ステッ
プＳ２８では２段積牌を形成すると同時にその中に懸賞牌を配置する処理が行われる。乱
数を用いることによりその処理が偶然的に行われることになるので好ましい。以下に説明
する各種処理や切り換え等においても乱数を用いているが、同様の効果を期待することが
できる。
【０１０１】
　ステップＳ２９では懸賞牌の配置されている２段積牌を形成する処理が完了したか否か
が判別される。懸賞牌の配置されている２段積牌を形成する処理が完了していない場合に
はステップＳ２９の判別結果はＮＯとなり、ステップＳ２８に戻る。懸賞牌の配置されて
いる２段積牌を形成する処理が完了した場合にはステップＳ２９の判別結果はＹＥＳとな
り、ステップＳ３０に入る。ステップＳ３０ではスタートランプ５９をＯＮする処理が行
われ、ステップＳ２１に戻る。
【０１０２】
　図３４は、配牌ブロック（以下、単に配牌と称することがある）及び２段積牌を天板４
上に順次押し上げる場合の動作を説明するためのフローチャートである。
【０１０３】
　処理が開始されると、ステップＳ４１ではスタートスイッチ６ＡがＯＮ、ＯＦＦのいず
れであるかが判別される。スタートスイッチ６ＡがＯＦＦである場合にはステップＳ４１
に戻り、スタートスイッチ６ＡがＯＮである場合にはステップＳ４２に入り、ここでは牌
投入口を開く処理が行われる。
【０１０４】
　ステップＳ４３ではスタートスイッチ６ＡがＯＮ、ＯＦＦいずれであるかが判別される
。スタートスイッチ６ＡがＯＦＦの場合にはステップＳ４３に戻る。スタートスイッチ６
ＡがＯＮの場合にはステップＳ４４に入り、ここでは牌投入口４Ａが閉じられる。
【０１０５】
　ステップＳ４５では、配牌を天板４上に押し出す処理が行われ、ステップＳ４６ではス
タートスイッチ６ＡがＯＮ、ＯＦＦのいずれであるかが判別される。スタートスイッチ６
ＡがＯＦＦの場合にはステップＳ４６に戻り、スタートスイッチ６ＡがＯＮである場合に
は、ステップＳ４７に入る。
【０１０６】
　ステップＳ４７では、スタートランプ５９がＯＦＦにされ、ステップＳ４８では２段積
牌を天板４上に押し出す処理が行われる。ステップＳ４９では乱数を用いて懸賞牌の出る
場を決定する処理が行われ、ステップＳ５０では乱数を用いて配牌開始時期を決定する処
理が行われる。ステップＳ５１では配牌及び２段積牌を形成すると同時にそれらの中に懸
賞牌を配置する処理が行われる。
【０１０７】
　ステップＳ５２では配牌及び２段積牌を形成すると同時にそれらの中に懸賞牌を配置す
る処理が完了したか否かが判別され、配牌及び２段積牌を形成すると同時にそれらの中に
懸賞牌を配置する処理が完了していない場合にはステップＳ５２の判別結果はＮＯとなり
、ステップＳ５１に戻る。配牌及び２段積牌を形成すると同時にそれらの中に懸賞牌を配
置する処理が完了した場合にはステップＳ５２の判別結果はＹＥＳとなり、ステップＳ５
３に入る。
【０１０８】
　ステップＳ５３では、スタートランプ５９がＯＮとされ、ステップＳ４１に戻る。
【０１０９】
　次に自動麻雀卓１の動作について説明する。図１及び図３５を参照して４人用（１３６
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牌）、懸賞牌なし、配牌なしに設定した場合の自動麻雀卓１の動作について説明する。図
３５はこの場合の２段積み牌の配列を示す平面図である。競技終了後は使用した牌は天板
４上に散乱しており、もう一組の牌は既に２段積み整列状態で本体２内に待機している。
この状態では、天板４中央に配設されているスタートスイッチ６Ａ内の照光ランプ（スタ
ートランプ５９）は点灯しており、
自動麻雀卓１を使用するための操作が可能であることを表示している。
【０１１０】
　使用者がスタートスイッチ６Ａを操作すると、天板４中央の牌投入口４Ａが開口され、
使用者は使用済みの牌１０を牌投入口４Ａから本体２の内部に落とし込む。また、スイッ
チ操作が行われると同時に駆動モータ２０４が回転を開始して攪拌機構１００が作動状態
とされるので、本体２内に投入された牌１０はターンテーブル１０１上で徐々に外側に拡
散する。攪拌機構１００の作動に伴い汲上機構２００、整列機構５００、振り分け機構６
００、及び押出機構７００が同時に作動を開始するが、汲上機構２００の入り口にある仕
切片４５１は閉じられており、牌１０の汲み上げは禁止されている。
【０１１１】
　再度、使用者がスタートスイッチ６Ａを操作すると、駆動モータ９１２が作動して２段
積み牌を天板４上に押し上げる。この作動完了と共に駆動モータ８１５が作動し配牌台８
０１及び待機台８０２は原点位置にて停止する。スタートスイッチ６Ａ内の照光ランプを
消灯し操作不能を表示すると共に仕切り片４５１が作動して開状態となり、汲み上げが可
能とされる。
【０１１２】
　ターンテーブル１０１上の牌１０は攪拌されながら徐々に周縁に向かって移動する。周
縁を移動中の牌１０にあって字面が下に向いている牌は牌反転用磁石１０４に反発し、字
面を上に向けるよう反転する。また、字面を横に向けた立牌であっても状態によっては回
転力を受けて回転し、字面を上に向けた状態となる。字面を横に向けた立牌１０は、攪拌
機構１００の攪拌動作に伴い、次第に平伏状態となる。こうしてターンテーブル１０１の
周縁を移動している牌１０は、障害壁１１３に到達するが、このとき平伏牌にあっては下
方をすり抜け、一方、立牌にあっては障害壁１１３にあたって転倒するか、又は、立牌状
態のまま障害壁１１３に沿って移動する。
【０１１３】
　回転中の円筒回転体４０１の吸着面４０１Ｂが下降位置にあって、その下方を移動中の
字面を上にした牌１０は容易に吸着されて上方に汲み上げられる。円筒回転体４０１に吸
着された牌１０は、案内部材５０１によって縦長の向きに統一されて上方に汲み上げられ
ると共に、入口センサ４０３によって計数検知される。
【０１１４】
　汲み上げられた牌１０は誘導路５０４に進入して吸着面４０１Ｂから剥離され、誘導路
５０４上を滑走した後、可動片６０１に吸引されて停止する。可動片６０１上の牌１０は
回転している棒状押し片６０７に押されて磁石６０２から剥離すると共に、振り分け板６
０４の仰木型状基部６０８に沿って前進し、棒状押し片６０７がほぼ水平状態になった辺
りで、牌１０は下載置台７０２上に送り込まれる。
【０１１５】
　下載置台７０２上の牌１０は側壁７０６内に設けた反射型フォトセンサ７０７にて検知
される。棒状押し片６０７が牌１０を下載置台７０２上に送り込んでから少し遅れて、下
側押し込み片７１０が前進して下載置台７０２上の牌１０を待機台８０２上に押し込んで
いく。このようにして牌１０は次々と待機台８０２上に押し込まれていき、１段目の整列
牌が形成されていく。
【０１１６】
　また、汲上機構２００の入り口に設けた入口センサ４０３によって１７牌目が検知され
ると、入り口の仕切片４５１が制御されて牌１０の汲み上げが禁止される。１７牌目の牌
１０が下載置台７０２に到達して下側押し込み片７１０によって待機台８０２上に押し込
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まれたことが反射型フォトセンサ７０７によって検知されると、所定時間後（下側押し込
み片７１０の運動時間を考慮した値）に駆動モータ８１５が起動されて待機台８０２が牌
１個分下降する。フォトインタラプタ８１８ｂにて下降位置が検出されると駆動モータ８
１５が停止されると共に、入り口の仕切片４５１が開状態とされて牌の汲み上げが再開さ
れると、再び牌の整列動作が行われて２段目の整列牌が待機台８０２上に形成される。
【０１１７】
　そして入口センサ４０３によって３４牌目が検知されると、仕切片４５１が制御されて
牌の汲み上げが禁止される。３４牌目の牌１０が待機台８０２上に押し込まれたことが反
射型フォトセンサ７０７で検知されると、下側押し込み片７１０の運動時間を考慮した時
間である所定時間後に駆動モータ８１５が起動されて待機台８０２が上昇し、フォトイン
タラプタ８１８ｃが待機台８０２の上昇位置を検出すると駆動モータ８１５が停止する。
このようにして、すべての２段積み牌が形成されると駆動モータ２０４が停止すると共に
スタートスイッチ６Ａ内のスタートランプ５９が点灯され、待機状態であることが表示さ
れる。
【０１１８】
　天板４上において麻雀競技が終了し、スタートスイッチ６Ａを操作して牌投入口４Ａを
開口し、牌１０を牌投入口４Ａから本体２内に投入した後、再度スタートスイッチ６Ａを
操作すると、牌投入口４Ａが元位置に復帰されると共に、駆動モータ９１２が起動して昇
降台９０１が下降し、押し板１００４によって待機台８０２上の２段積み牌が昇降台９０
１上に移載され、昇降台９０１が上昇して２段積み牌が天板４上に上昇した位置をフォト
インタラプタ８１８ａが検出すると駆動モータ９１２が停止する。
【０１１９】
　作動完了と共に駆動モータ８１５が作動し配牌台８０１及び待機台８０２は原点位置に
て停止する。スタートスイッチ６Ａ内のスタートランプ５９が消灯され操作不能が表示さ
れると共に仕切り片４５１が作動して汲み上げが可能になる。
上述の如くして２段積み牌が天板４上に押し出され、次の競技が開始される。
【０１２０】
　次に、上記条件にて懸賞牌を発生させて使用する場合について説明する。一連の動作は
、上述した動作とほぼ同じなので、異なる部分についてのみ説明する。スタートスイッチ
６Ａを操作して待機中の２段積み牌を天板４上に押し出すまでは上述と全く同様である。
仕切片４５１を解放して牌１０の汲み上げを開始するのに先立ち、演算装置３０は乱数を
用いて懸賞牌の位置を決定する。なお、懸賞牌を発生しない箇所を決めることもできる。
これは通常の麻雀ゲームが二つのサイコロの目によって懸賞牌の位置が決まるため、これ
に合わせて構成されているものである。本例の４人用１３６牌の場合懸賞牌の発生する箇
所はそれぞれの場において１～１０番目及び１７番目であって、懸賞牌の位置は４４通り
である。
【０１２１】
　麻雀卓の四辺は便宜的に決められた東、西、南、北という名称があり、例えばここでは
東の５番目に懸賞牌を発生させることが制御装置により決定されたとする。懸賞牌の位置
が決定されると、入り口に設けられている仕切片４５１が解放されて牌の汲み上げが開始
され、２段積み牌の形成が開始される。懸賞牌の発生しない場、すなわち、南場、西場、
北場については、前述の動作と同じことが行われる。
【０１２２】
　懸賞牌の発生する東場については、懸賞牌の発生するのは上段であるので、下段形成に
ついては上述と同じ動作によって行われる。待機台８０２上に１段目が形成され待機台８
０２が牌１個分降下した後、仕切片４５１が解放されて牌の汲み上げが再開され、上段の
形成が開始する。
【０１２３】
　入口センサ４０３が、２１牌目の牌（１７＋４）を検出すると、仕切片４５１が一旦閉
じて牌の汲み上げが禁止される。２１牌目の牌１０が下載置台７０２に到達したことを反
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射型フォトセンサ７０７によって確認されるとソレノイド６１４が作動して可動片６０１
が後退すると共に、再び仕切片４５１を解放して２２牌目の牌１個を汲み上げた後、再び
仕切り片４５１を閉じ、牌の汲み上げを禁止する。
【０１２４】
　そして反転機構によって字面を上にした牌１０（懸賞牌）が下載置台７０２に到達した
ことを反射型フォトセンサ７０７によって確認すると、ソレノイド６１４の作動を停止し
て可動片６０１を元位置に戻すと同時に、再び仕切片４５１を解放して牌の汲み上げを行
う。そして３４牌目の牌が入口センサ４０３によって検知されると、仕切片４５１を閉じ
て牌の汲み上げを禁止する。以降については前記と全く同様である。
【０１２５】
　図３６は本実施例における配牌パターンを、図３７は２段積み牌の配列パターンを示す
平面図である。競技終了後は使用した牌は天板４上に散乱しており、もう１組の牌は配牌
、及び２段積み牌の状態で卓内に待機している。この状態のときには、天板４中央にある
スタートスイッチ６Ａ内のスタートランプ５９は点灯しており、操作可能を表示している
。
【０１２６】
　使用者がスタートスイッチ６Ａを操作して、牌投入口４Ａを開口し、使用済み牌を内部
に投下する。再度、スタートスイッチ６Ａを操作すると、駆動モータ９１２を起動して昇
降台９０１を下降し、押し板１００４によって配牌台８０１上の配牌を昇降台９０１上に
移載した後、昇降台９０１を上昇させる。配牌が天板４上に上昇した位置をフォトインタ
ラプタ１３９が検出すると駆動モータ９１２を停止させると共に、駆動モータ８１５を起
動して待機台８０２を上昇し、フォトインタラプタ８１８ｃが上昇位置を検出すると駆動
モータ８１５が停止する。この状態では、スタートスイッチ６Ａ内のスタートランプ５９
が点灯していて、２段積み牌の天板４上への押し出し操作可能を表示する。
【０１２７】
　各競技者によって、すべての配牌が昇降台９０１上から取り除かれたのを確認して、再
びスタートスイッチ６Ａを操作すると、駆動モータ９１２が起動して昇降台９０１が下降
し、押し板１００４によって待機台８０２上の２段積み牌が昇降台９０１上に移載される
。２段積牌が載せられた昇降台９０１が上昇し、２段積み牌が天板４上の位置に上昇した
ことをフォトインタラプタ１３９が検出すると駆動モータ９１２が停止する。この作動完
了と共に駆動モータ８１５が作動し配牌台８０１及び待機台８０２は原点位置にて停止す
る。そしてスタートスイッチ６Ａ内のスタートランプ５９が消灯し操作不能が表示される
。
【０１２８】
　また、演算装置３０により乱数を用いて懸賞牌を出す場とどの時点から配牌を行うかと
が決定される。この点について更に説明すると、例えば一般的な４人麻雀の使用牌数は１
３６牌で、配牌数は１３牌であり、図３５に示される配牌パターンが適用される。配牌分
を除いた２段積み牌の配列パターンは図３６に示される如く予め決められているので、ど
の場に懸賞牌を出すかが決定される。そして南場が選択された場合、南場の右から６番目
の位置に懸賞牌が発生するようになる。そして南場には８列の２段積み牌が、西場には１
７列の２段積み牌が、北場も同様１７列の２段積み牌が形成され、東場には２段積み牌の
形成が行われない。因みに東場が選択された場合は、配列パターンが９０°時計方向に回
転した形になる。
【０１２９】
　次に、どの時点で配牌を行うかについて説明する。例えば、Ｎ牌汲み上げ後に配牌を行
うと乱数により決定された場合は、まず、南場、西場、北場の入り口にある仕切片４５１
を解放して牌を汲み上げ、２段積牌の形成を開始する。東場の仕切片４５１は解放しない
。汲み上げられた牌は、それぞれの入口センサ４０３によって計数され、そのトータル値
がＮになると、２段積み牌の形成を一旦止めて配牌が一斉に開始される。
【０１３０】
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　なお、本実施例では１３牌の配牌数であるが、本発明はこの数に限ったものではない。
また、配牌パターン及び配牌形成のタイミング等、一例であってこの方法に限るものでは
なく、他の配牌パターン及び配牌形成のタイミングであってよいのは勿論である。
【０１３１】
　上述の如く、懸賞牌が南場で、配牌開始が３０牌汲み上げ後と決定された場合の自動麻
雀卓１の動作について以下に詳しく説明する。演算装置３０が乱数を用いて懸賞牌を出す
場とどの時点から配牌を行うかとを決定すると、東場を除いた場の仕切片４５１が一斉に
解放される。
【０１３２】
　各場の汲上機構２００により牌１０は一斉に汲み上げが開始されると共に、それぞれの
入口センサ４０３によって牌１０が計数検知される。トータル値が３０に達すると、汲み
上げている場の仕切片４５１が一斉に閉塞状態にされると共に、東場の仕切片４５１が解
放され、同時に振り分け板６０４が上側に作動される。このときの南場の計数値が８、西
場の計数値が１０、北場の計数値が１２であったとすると、南場において８番目の牌が下
載置台７０２に設けられた反射型フォトセンサ７０７によって検知されると、振り分け板
６０４が上側に制御されると共に、仕切片４５１が解放されて牌の汲み上げが再開される
。
【０１３３】
　他の場についても同様に、西場については１０番目の牌が、北場においては１２番目の
牌がそれぞれの反射型フォトセンサ７０７によって検知されると、振り分け板６０４が上
側に制御されると共に仕切片４５１が解放されて牌の汲み上げが再開する。
【０１３４】
　こうして、配牌台８０１上に配牌が次第に形成され、入口センサ４０３が配牌数１３牌
を検知、東場については１３番目、南場については２１番目、西場については２３番目、
北場については２５番目を検知すると、それぞれ仕切片４５１が一旦閉塞される。そして
それぞれの場において配牌台８０１に所定数の１３牌が送り込まれたことが反射型フォト
センサ７０８によって検知されると、振り分け板６０４が下側に制御されると共に、仕切
片４５１が解放されて牌の汲み上げが再開される。但し、東場については２段積み牌の形
成が行われないため仕切片４５１の解放が行われない。仕切片４５１が解放された南場、
西場、北場においては、一時休止していた２段積み牌の形成が前述と全く同様の手順で行
われる。南場における懸賞牌発生についても同様である。なお、本例におけるトータル数
３０を検出したときの南場の８番目の牌は、１段目の所定数に相当するので、仕切片４５
１の開放に先立ち待機台８０２の下降も、前記動作に並行して行われる。
【０１３５】
　上述の如くして、配牌形成、２段積み牌形成がすべて完了すると、スタートスイッチ６
Ａ内のランプが点灯され、操作可能が表示される。以上述べたように、本実施例における
自動麻雀卓は、配牌、及び２段積み牌を天板４上に形成することができる。なお、先にト
ータル値Ｎを計数した時点で一斉に仕切片４５１を閉塞状態にして牌の進入を禁止すると
述べたが、この時、トータル値Ｎを検出した場以外の場において既に後続の牌が進入して
いることが起きていて、進入してしまった牌はそのまま処理されるので、トータル値Ｎ以
上（最大Ｎ＋２）の計数が起きる。したがって、配牌数の不足が生じないように乱数によ
るＮの決定はこれを考慮して行われるが、本発明の本質的意味が変わるわけでない。
【０１３６】
　なお、本実施例の牌１０の汲み上げは、字面側を吸着して行われるが、関連する磁石の
極性を変更し、常時反転機構を作動するようにすれば、竹面を吸着するようにできること
は言うまでもない。
【図面の簡単な説明】
【０１３７】
【図１】本発明による自動麻雀卓の実施の形態の一例を概略的に示す斜視図。
【図２】図１に示す自動麻雀卓において使用される牌の構成を示す図。
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【図３】天板を取り外した場合の自動麻雀卓本体内の概略平面図。
【図４】図３に示すターンテーブル上の牌を汲み上げるための汲上機構を説明するための
平面図。
【図５】図４の斜視図。
【図６】図４に示す円筒回転体の立面図。
【図７】図４に示す円筒回転体の平面図。
【図８】図４に示す進入口開閉機構の斜視図。
【図９】汲上機構の一連の動作について説明するための斜視図。
【図１０】牌が整列機構により整列する動作の一例について説明するための図９の部分展
開図。
【図１１】牌が整列機構により整列する動作の他の例について説明するための図９の部分
展開図。
【図１２】図９に示す円盤回転体の正面図と側面図。
【図１３】図９に示す振り分け板を説明するための図。
【図１４】振り分け板が下載置台に向けられているときの牌の移送状態を説明する図。
【図１５】振り分け板が上載置台に向けられているときの牌の移送状態を説明する図。
【図１６】振り分け板が上載置台に向けられているときの牌の移送状態を説明する図。
【図１７】牌反転機構により牌を反転させるときの動作について説明する図。
【図１８】牌反転機構により牌を反転させるときの動作について説明する図。
【図１９】牌反転機構により牌を反転させるときの動作について説明する図。
【図２０】図１９に示す押出機構の載置部の斜視図。
【図２１】押出機構の斜視図。
【図２２】押出機構の立面図。
【図２３】図２２に示す待機台を上下動させるための構成について説明する図。
【図２４】待機機構、昇降台機構、押板機構を駆動させるための構成を説明する平面図。
【図２５】図２２に示す配牌台の回動運動について説明するための図。
【図２６】配牌台、待機台と昇降台機構、押板機構との概略構成図。
【図２７】図２６に示す昇降台機構の斜視図。
【図２８】昇降台機構の正面図。
【図２９】図２７に示す摺動部材の駆動機構を説明するための説明図。
【図３０】図２６に示す押し板機構について説明するための立面図。
【図３１】自動麻雀卓の制御系統の構成を示すブロック図。
【図３２】２段積牌ブロックの形成、天板上への押し出しについての制御動作を説明する
ためのフローチャート。
【図３３】懸賞牌を形成した２段積牌ブロックの形成、天板上への押し出しの場合の制御
動作を説明するためのフローチャート。
【図３４】配牌ブロック及び２段積牌を天板上に順次押し上げる場合の動作を説明するた
めのフローチャート。
【図３５】４人用（１３６牌）、懸賞牌なし、配牌なしに設定した場合の自動麻雀卓の動
作について説明するための平面図。
【図３６】配牌分を除いた２段積み牌の配列パターンを示す平面図。
【図３７】２段積み牌の配列パターンを示す平面図。
【図３８】３人用（１０８牌）の２段積み牌の配列パターンを示す平面図。
【符号の説明】
【０１３８】
１　自動麻雀卓
２　本体
４　天板
４Ａ　牌投入口
６　操作板
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６Ａ　スタートスイッチ
１０　牌
１１　磁石
１００　攪拌機構
２００　汲上機構
４５０　進入口開閉機構
５００　整列機構
６００　振り分け機構
６０４　振り分け板
６５０　牌反転機構
７００　押出機構
７０２　下載置台
７０３　上載置台
７０９　上側押込片
７１０　下側押込片
８００　待機機構
８０１　配牌台
８０２　待機台
９００　昇降台機構
９０１　昇降台
１０００　押板機構
１００４　押し板

【図１】 【図２】
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【図１６】

【図１７】

【図１８】
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【図１９】

【図２０】

【図２１】

【図２２】

【図２３】

【図２４】

【図２５】
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【図２６】 【図２７】

【図２８】 【図２９】
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【図３０】 【図３１】

【図３２】 【図３３】
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【図３４】 【図３５】

【図３６】 【図３７】
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